
 

ご あ い さ つ                       

 仲春の候，皆様におかれましては，ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて，本校では令和５年１月 27日に第 103回教育研究発表会を開催いたしました。コロナ禍のため，

授業会場ごとの参会者数については制限を設けましたが，県内外から約 700名の皆様をお迎えし，成功

裏に終えることができました。 

 私たちは非認知能力に焦点を当て，子供が自ら伸び続けるために必要な力を「さ・ぬ・き力」とし，

それらを育てるための研究を進めてきました。授業討議では，目指す子供の姿を基にしながら，どのよ

うな場の設定や価値付けが有効であるかについて話し合い，多くの貴重なご意見をいただきました。さ

らなる子供の成長を願い，地域のモデルとなるような授業を創っていこうと全教職員で決意を新たにし

ているところです。 

講演をしていただきました文部科学省の白井俊先生，懇切なるご指導ご助言をいただきました指導者

及び香川大学教育学部の先生方，ご後援をいただきました香川県教育委員会，各市町教育委員会，関係

団体，また，運営にご協力いただいた保護者，学生及び関係各位に対して，心より御礼申し上げます。 
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自ら伸び続ける子供の育成（２年次） 
～個に応じて，「さ・ぬ・き力」を育てる環境づくり～ 

１．自ら伸び続ける子供の姿 

 ユニセフによる子供の幸福度調査によれば，日本の子供たちは，身体的健康度は 

38か国中１位ですが，精神的幸福度は 37位と大変低い結果となっています。また， 

全国学力・学習状況調査では，「課題の解決に自分から取り組む」「失敗を恐れない 

で挑戦する」といった項目において香川県及び本校の子供たちは肯定的回答率が低 

いという結果です。本校では，これらの状況を踏まえるとともに，これまでの研 

究成果を基にして，より主体的に学び，他者と協働しながら，意欲的に自己を 

高め続ける子供を育成したいと考えました。 

社会の動向や，子供の現状，これまでの研究を基に，課題解決の流れに沿っ 

て目指す子供の姿を考え，「自ら伸び続ける子供」と定義しました。 

この姿は，委員会活動やクラブ活動など，各教科の授業以外の場面において 

も見られると考えています。 

 

２．「さ・ぬ・き力」とは 
上記のような子供を育てるため，私たちは非認知能力に着目しました。 

非認知能力とは，漢字の書き取りや計算などと違い，点数にして測定することが難しい力であり，例えば，

コミュニケーション力，共感性，粘り強さ，忍耐力，自尊感情，社交性など多様です。これらの力がこれから

の社会を生き抜く子供たちに必要だとされ，社会的にもその重要性が注目されています。 

私たちは，目指す子供の姿を実現するために必要な力を，右図のよ 

うに三つに選定しました。相手の立場に立って他者と協働できる力が 

「さっする力」，目標の達成に向けて粘り強く取り組む力が「ぬり替 

える力」，感情をコントロールし，自信をもって前向きに取り組む力 

が「きもちを整える力」です。この三つの力は学校生活の様々な場面 

で発揮される力であり，子供自身の力で学校生活を豊かにするために 

も必要になる力だと考えています。「さ・ぬ・き力」の発揮を繰り返していくことで，「自ら伸び続ける子供」

に育っていき，さらにはより大きな目標である，人生における自己実現に向けて成長し続けることができると

考えています。 

環境づくりの際には，学習活動を見通し，行動，振り返りの三つの場面に分けて捉え， 

「さ・ぬ・き力」を発揮しやすくなるよう場面ごとに働きかけを行います。また，「さ・ 

ぬ・き力」を発揮したことと，そのよさに気付かせるために，価値付けを行うことで，子 

供たちが「さ・ぬ・き力」を発揮することのよさを感じ，ほかの場面でも自ら発揮してい 

こうと意欲を高めていくと考えています。実際の授業においては，例えば，目標の達成に 

向けて粘り強く取り組む力である「ぬ力」を発揮することで，少し困難な課題に対しても，試行錯誤を繰り返

しながら粘り強く取り組むなどの姿が見られると考えました。 

 

３．個に応じるとは  

「さ・ぬ・き力」を発揮する際には，子供それぞれの気質が関わることが 

考えられるため，気質に配慮して指導や支援を行っていくことが大切になり 

ます。それには，ユニバーサルデザイン（UD）の支援が有効であると考えて 

います。さらに，学級全体への働きかけだけでなく，気質に応じて，個別に 

支援することが必要な場合もあります。 
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２年国語科 「おすすめの遊びの魅力を紹介しよう」

学習指導者 岡根 平

学級のみんなに「お楽しみ会でやってみたい」と思ってもらえるような遊びの紹介をしたいと考えた子供たちは，遊びの魅力と

してどんなことを伝えればよいかを考えてきました。本時では，前時に捉えた，遊びの魅力を紹介する順序と，それぞれの順序の

効果を基に，自分たちの遊びの魅力をどの順序で伝えればよいか，複数の順序を比較しながら選んでいきました。

自分の遊びの魅力を紹介する順序を考えよう

見通し【計画確認タイム】 行動【紹介作戦ボード・タイム】 振り返り【あなたもわたしもいいねタイム】

本単元のゴールとこれまでの学習の成 簡単に順序を入れ替えることができる教 共に活動した友達と，示された三つの

果を振り返り，成功体験を想起させたこ 具を用いたことで，全パターンを比較しな 観点を基に，互いの学び方のよさについ

とで，「今日，魅力を紹介する順序を考 がら自分が一番よいと思う順序を選べまし て伝え合った後，自分で振り返るという

えたら，自分の紹介がもっとよくなりそ た。また，友達と交流する時間を設けたこ 手順にしたことで，本時の自分の頑張り

う」と課題解決の価値を感じていました。 とで，順序を再考する姿が見られました。 を客観的に捉えていました。

○順序を容易に並び替えて比較できたことで，自分なりの思いをもって，話す順序を選択できていた。ICT機器と

授業討議での 紙媒体のどちらを使うか選べるようになっていたことで，一人一人が学びやすい環境が保障されていた。

ご意見・ご指導 ▲遊びの魅力を伝える相手を工夫すれば，より相手を意識して順序を試行錯誤したのではないか。実際に，相手

に伝わり方を確認しながら吟味する場を設けることで，構成を工夫するよさにより目を向けられたのではないか。

３年国語科 「家造りで大切にしたいことを紹介しよう ～『人をつつむ形ー世界の家めぐり』～」

学習指導者 小出 早織

『人をつつむ形』を読み，自分が家を造る際に大切にしたいポイントについてクラスの友達に紹介するために，筆者の説明の観

点を基に整理してきました。本時では，セネガルの家が大切にしていることを見付けた後，筆者の説明の観点を基に自分の家造り

のポイントを見直し，友達と話し合いながら，必要に応じてポイントを増やし，自分の考えをより納得いくものにしていきました。

セネガルの家造りのポイントを見付けて，家造りポイントシートをよりよくしよう

見通し【一級建築士への道】 行動【家造りポイントシート・会議】 振り返り【きらりタイム】

単元のゴールと学習計画を示した補助 セネガルの家造りのポイントを見付けた 自分の頑張りを◎○△の３段階で振り

黒板を基に，課題設定の理由を共有した 後，単元の始めに考えていた自分の家造り 返り，「次は，香川の家造りポイントを

ことで，「今日の目当てが達成できたら のポイントを「土地の特徴」などの観点で 見付けて，自分の家造りポイントシート

ポイントシートがもっとよくなりそう」 見直し，班で考えを交流しながら，シート をもっとよくしたい」など，次時への意

と課題解決の価値を感じていました。 をよりよいものにする姿が見られました。 欲を高めている姿が見られました。

○ポイントについて筆者の説明の観点を基に考える活動を繰り返すことで，子供たちが見通しをもって学習活動

授業討議での に参加できていた。始めの考えを再考することで，自分の家造りのポイントについて粘り強く考えていた。

ご意見・ご指導 ▲教科書の３例だけにとどまらず，もっとたくさんの事例についても考えていく必要があるのではないか。三つ

の国についての文章を並行して読み，文章全体を捉えていくという読み方も大切ではないか。

各授業の指導案や当日配布資料は

右のQRコードからご覧ください。

期限：令和５年３月31日まで
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６年国語科 「物語から感じたメッセージを伝え合おう ～『海の命』～」

学習指導者 東 泰右

物語から感じたメッセージをまとめて伝え合うために，中心人物の変容や人物像，印象的な叙述などの，メッセージをまとめる

手掛かりを見付けながら，『海の命』を詳しく読んできました。本時では，これまでに書きためてきた手掛かりを基にメッセージを

つくり，１人１台端末を使いながらたくさんの友達と考えを交流することで，より納得のいくメッセージにしていきました。

物語から感じたメッセージを伝え合って，納得のいく考えをつくろう

見通し【自分を信じタイム】 行動【自分に取り入れタイム】 振り返り【これだけできタイム】

前時の学び方のよさや，それが課題解 端末で友達の考えを見たり，直接質問し 観点を基に，学び方のよさについて振

決につながったことを想起させ，これま に行ったりできる時間を設けたことで，複 り返る時間を設けたことで，「友達の考

での成功体験を基に，本時，特に頑張り 数の友達の考えを基に，粘り強く自分の考 えをたくさん見てそれを自分に取り入れ

たいことを選び，課題解決に向けて自信 えを見つめ直しながら，納得のいくメッセ たら，納得のいくメッセージができた」

を高める姿が見られました。 ージをつくる姿が見られました。 などと，自分の成長を感じていました。

○全員が１人１台端末を文房具のように使いこなせていることに驚いた。考えを書くカードの形式が，叙述を基

授業討議での に考えられるようになっていてよかった。交流によって，メッセージがよりよいものになったことを感じていた。

ご意見・ご指導 ▲ICT活用のデメリットを意識するべき。端末を介しての間接交流が増えると，相手意識が薄れてしまうため，活

動のねらいや教科として身に付けさせたい力を踏まえて，どの場面でどのように活用するかを検討するとよい。

５年社会科 「多くの人に楽しく便利な観光を届ける情報通信技術」

学習指導者 滝井 康隆

昔と今の旅行を比較したり，香川県や有名な観光地における取組等を調べたりする中で，情報通信技術の発達に伴って旅行が便

利になり，国内外の観光客数が増加していたことを理解しました。また，新型コロナウイルス感染症の流行による観光客数の激減

という問題に対しても，情報及び情報通信技術を活用することで解決しようとしていることを明らかにしていきました。

なぜオンラインツアーに参加する観光客は増えているのだろう

見通し【問いを確認】 行動【考え整理ボード】 振り返り【学びのレポート】

前時に存在を知ったオンラインツアー 付箋とホワイトボードを使って各自の考 本時分かったことをまとめた後，分か

の参加者数に関する資料を見て疑問を出 えを話し合い，オンラインツアーのよさを った理由や感想，自らの学び方，さらに

し合い，「オンラインツアーの参加者が 考える場を設定しました。友達と様々な考 考えたいことといった観点に沿って本時

増加している理由は何か」という問いを えを比べたりまとめたりしながら，複数の の学習を振り返らせたことで，学習の成

追究する意欲を高めました。 立場からのよさに気付くことができました。 果や自身の成長を捉えられました。

○アナログとデジタルをうまく使い分けることができていた。付箋とホワイトボードだと，操作性もよいし，視

授業討議での 覚情報量もちょうどよい。オンラインツアーという教材は新しく，現代の課題に合致していた。

ご意見・ご指導 ▲オンラインツアーのよさを考えていく際に，旅行会社，観光地等の立場から考えるのが難しい子供が見られた。

本時までに具体的事例を基に調べて知識を深め，それを活用していくことができればよかった。

各授業の指導案や当日配布資料は

右のQRコードからご覧ください。

期限：令和５年３月31日まで
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６年社会科 「世界の人々の命と未来を守る支援 ～現地の人々と共に～」

学習指導者 網野 未来

世界には安全な生活を送れない子供たちがいることを知り，人々の命を守るための国際機関や日本の取組について調べてきまし

た。本時では，水質浄化剤を製造・販売する会社の小田さんが，安心して飲める水の作り方や売り方を現地の人に指導した理由に

ついて，二つの立場から考えて話し合い，現地の人の手で続けられるように支援することが大切なことを捉えていきました。

小田さんは，なぜ現地の人に水の作り方や売り方を指導したのだろう

見通し【学びの歴史】 行動【考え発展タイム】 振り返り【自分いいねタイム】

補助黒板を基に，時間とお金をかけて 既習の資料を基に考えたことを学習支援 「分かったこと」，「次に考えたいこと」，

まで指導した理由が分からなかったこと アプリ上のカードに表現し，それを操作し 「思ったこと」の３観点で振り返らせた

を想起させました。小田さんには何か意 ながら，班で考えを伝えたり，質問し合っ ことで，学びの成果を自覚し，「小田さ

図があるということを共有し，考えたい たりする場を設けたことで，各々の立場に んのような人はほかにいないのかな」な

という思いを高めていました。 多様なよさがあることに気付いていました。 どと新たな疑問を見いだしていました。

○補助黒板の内容が精選されており，前時の内容を本時の問いへとつなげられた。アプリの共有機能を用いるこ

授業討議での とで友達の意見も参考に多様な考えがつくれた。子供が発言をつなぎながら持続性という価値に迫っていけた。

ご意見・ご指導 ▲子供が何を根拠に考え，話し合っていたのかが分かりづらかった。現地の人の暮らしの変化や企業の利益が分

かる資料を効果的に用いることで，互いにとってメリットがあることへの認識がより深まったのではないか。

１年算数科 「すごろくゲームを通して，数の世界を広げよう ～大きいかず～」

学習指導者 井下 修一 ・ 支援員 平野 燈

大きい数で，もっと面白いすごろくゲームをつくるために，数の数え方や表し方の問題（ミッション）が含まれたすごろくゲー

ムを行いながら，数について理解を深めてきました。本時では，止まったマスの数が空欄のある100までの数表のどこに入るかを書

き，その見付け方を数表のきまりを基に説明する活動を通して，数の系列や順序を捉え，一つの数を多面的に見ていきました。

「数の表」ミッションで，すごろくゲームをしよう

見通し【すごろくマップ】 行動【一緒に学びタイム】 振り返り【がんばっタイム】

単元のゴールに向けてしたいことを位 「止まったマスの数を数表の空欄に書け 三つの観点で振り返って印を付け，詳

置付けたすごろくマップを基に，「数の ば10マス進む」，「見付け方を説明できれば しく書きたいことをワークシートに記述

表」ミッションに取り組むことを確認し 一人につき１マス進む」のように，すごろ させたことで，一人一人が自分の成長に

たことで，もっと面白いすごろくゲーム くゲームのルールを工夫したことで，多様 気付けていました。また，自信を高め，

をつくろうと，意欲を高めていました。 な答えの見付け方を探る姿が見られました。 次にしたいことが見付かっていました。

○大きい数の単元にすごろくを取り入れることで，子供が楽しみながら学ぶことができていた。ルール設定によ

授業討議での り，一つの数を多面的に見て説明しようとしていた。支援が必要な子供も45分間，学びが保障されていた。

ご意見・ご指導 ▲すごろくゲームを楽しむあまり，説明が不十分なグループが見られた。多様な答えの見付け方に子供たちの意

識が向かったため，より速く，より簡単に見付ける方法についても考えさせる問いかけがあったらよかった。

各授業の指導案や当日配布資料は

右のQRコードからご覧ください。

期限：令和５年３月31日まで
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５年算数科 「データを集めて身の回りの問題を解決しよう ～割合のグラフ～」

学習指導者 矢野 利幸

特別活動で全校生が楽しめる６年生を送る会を企画しようと考えた子供たちは，統計的な問題解決の方法を生かし，全校生がし

たい遊びについてのデータを収集し，学年別や男女別など多様な観点でグラフをつくりました。本時は，複数のグラフを分析し，

データの特徴や傾向を捉え，どのような遊びにすればよいか考察し，交流を通して自分なりに納得できる結論を出していきました。

複数のグラフを比べて，どんな遊びにしたらよいか考えよう

見通し【やってみタイム】 行動【比べて分析タイム】 振り返り【私の成長】

前時の「複数のグラフを比べて，どの 複数のグラフを見ながら，どのような遊 納得できる結論が得られたことを確認

ような遊びにしたらよいか考えたい」と びがよいかと，その理由を学習支援アプリ した後，「新しく分かったことやできる

いう思いを確認し，その理由をペアで伝 を用いて交流させました。その後，個々に ようになったこと」，「次にしたいこと」

え合う場を設けました。一人一人が課題 結論をまとめる場を設定することで，多面 の観点を示し，記述させました。個々に

解決の価値を感じられていました。 的に粘り強く考察する姿が見られました。 自分の成長したことを捉えていました。

○生活と関連させた単元構成がよかった。学習支援アプリの共有ノートを用いることで，他者の考えをリアルタ

授業討議での イムで確認できていた。教師が子供のよい考えを全体に広げることで，新たな視点で考察させることができた。

ご意見・ご指導 ▲算数科の学びを実感できるよう，グラフを用いて考えの根拠を説明する場が充実すればよかった。振り返りで

は，分かったことやできるようになったことの理由を問うことで，学習方略として価値付けられたのではないか。

３年理科 「マグネット・フェスティバル ～磁石の性質～」

学習指導者 米谷 直樹

磁石を使って行う魚釣りゲームを通して問いを見いだし，「『マグネット・トイ』を作ってフェスティバルを開く」というゴール

を設定した子供たちは，磁石に関する課題を解決しながらその性質について捉えていきました。本時は，磁石に付いた鉄は磁石に

なるのかを確かめるために，様々な道具を用いて実験し，「鉄に付くのか」や「極はあるのか」を調べていきました。

磁石に付いた鉄は磁石になるのだろうか

見通し【マグネット問いボード】 行動【お試し磁石タイム】 振り返り【振りカエルタイム】

問いボードを使って単元のゴールであ マグチップや方位磁針などの多様な実験 「今日の解決度」を４段階で振り返り，

るフェスティバルを想起させたり，本時 方法を選択して実験したり，自分が選ばな 「その理由」「次にしたいこと」を記述

の目的についてペアで対話したりする場 かった実験の結果についても交流したりし で答えられるカードを用いました。でき

を設けたことで，一人一人が課題解決の ながら考察する場を設けたことで，課題解 たことを想起したり，さらに詳しく知り

価値を感じている姿が見られました。 決に粘り強く取り組む姿が見られました。 たいことを見付けたりできました。

○他の方法でもすぐに調べることができるように準備がされており，自由に様々な道具を触りながら考える姿が

授業討議での 見られた。振り返りの観点が明確になっていたことで詳しく振り返ることができ，評価もしやすいと感じた。

ご意見・ご指導 ▲ゴールイメージを具体的にもてているのか疑問に感じた。実験方法が分かっていない子供がいたため，方法を

丁寧に確認するか，「鉄に付くのか」「極はあるのか」を別々の時間で調べてもよかったのではないか。

各授業の指導案や当日配布資料は

右のQRコードからご覧ください。

期限：令和５年３月31日まで
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５年理科 「マイ電磁石で釣り上げろ！ ～電流が生み出す力～」

学習指導者 増田 洸一

「狙ったどんな魚でも釣れるマイ電磁石に改良しよう」という単元のゴールに向けて，電磁石と磁石を比べたり，電流の大きさ

や導線の巻き数などの条件を変えて実験したりしながら，電磁石の性質を捉えていきました。本時では，導線の長さ，太さ，巻き

数の条件を変えて実験をし，その結果や考察を交流する活動を通して，電磁石を強くできる方法を捉えました。

どんな導線にすれば，電磁石は強くなるのだろう

見通し【パワーアップボード】 行動【改良ヒントタイム】 振り返り【つながるシート】

電磁石の改良に向けて，本時の課題や 導線の条件を変えて実験した結果をグラ 「学んだこと」「次にしたいこと」の

課題設定の理由を問うことで，補助黒板 フにまとめ，班での考察を行い，同じ条件， ２観点で振り返り，「巻き数と乾電池の

を基に本時の課題とゴールとの関係を捉 違う条件の班の友達と，結果や考察を進ん 数を増やしてマイ電磁石を改良したい」

え，本時の課題解決の価値を感じ，解決 で交流したことで，様々な考えを取り入れ など学んだことから，次にしたいことを

への意欲を高める姿が見られました。 て，自分の考察をより深められていました。 見付けられていました。

○電磁石を強くしたいという目的が明確で，それぞれが主体的に課題解決しており，振り返りでは，結果が曖昧

授業討議での な条件について再実験をして確かめたいという意識があった。班ごとに結果を透明なシートにまとめ，同じ条件

ご意見・ご指導 で調べた各班のシートを重ねたことで，条件ごとの電磁石の強さの変わり方が捉えやすかった。

▲電源装置について，電流の大きさをそろえる意識が薄く，正確な実験ができていない班があった。

６年理科 「水溶液は危険だが役に立つ！ ～水溶液の性質とはたらき～」

学習指導者 竹森 大介

本時までに，リトマス紙，BTB溶液，万能試験紙などを用いて５種類の水溶液について性質を調べました。そこから子供たちは，

身の回りの水溶液についても液性を調べたいと考え，学習課題を設定しました。本時は，飲み物や洗剤，香水など身の回りの水溶

液の性質をBTB溶液，万能試験紙を用いて調べ，それぞれの水溶液が，使う場所や用途によって性質が違うことを捉えていきました。

身の回りの水溶液は，どのように分類できるのだろう

見通し【水溶液役立ちボード＆タイム】 行動【色々解決タイム】 振り返り【お役立ちタイム】

水溶液について学んだことと生活との 班によって様々な水溶液の性質をBTB溶液 「学んだことと生活のつながり」と「次

つながりを補助黒板に位置付け，本時の と万能試験紙を使って調べる場と，自由に にしたいこととその理由」について記述

学習の意義について問いかけたことで， 他の班へ行き話し合える場を設定したこと させました。「洗剤は使う人の体のこと

学びの有用性を感じ，学習課題を解決し で，目的をもって対話し，複数の結果を基 をよく考えて作られている」など日常生

たいという思いを高めていました。 に粘り強く考察する姿が見られました。 活とつないだ振り返りが見られました。

○身の回りの水溶液について，複数班が同じ物を調べる場を設定するとともに，試験管や結果のシートなどを色

授業討議での 分けして共有しやすくしたことで，他の班の結果や友達の考えを知りたいという思いを高め，進んで他の班へ移

ご意見・ご指導 動しながら主体的に話合いができていた。

▲ICTの活用が不十分だった。どの場面でどのように活用するのが有効かを考えておくとよい。

各授業の指導案や当日配布資料は

右のQRコードからご覧ください。

期限：令和５年３月31日まで
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５年音楽科 「『かえるの合唱』の変奏をつくろう ～『ます』の鑑賞の学びを生かして～」

学習指導者 高塚 仁志

『ます』の鑑賞で，曲想及びその変化と音楽の構造との関わりの視点で変奏曲のよさを味わった子供たちは，そこで学んだこと

を生かして『かえるの合唱』の変奏をつくっていきました。本時は，１人１台端末を活用していろいろな変奏方法を何度も試した

り，つくった変奏を友達と聴き合ってアドバイスし合ったりすることで，より自分の思いや意図に合った変奏にしていきました。

表したいかえるにもっと合った変奏にしよう

見通し【この技使え『ます』！】 行動【Scratchで音楽づくり】 振り返り【振り返るの合唱シート】

『ます』の鑑賞で学んだことを基にし 「Scratch」で音楽をつくることで，つく 本時，表したいかえるに近づけるため

てまとめた多様な技の中から，表したい った変奏の再生や修正を何度も繰り返した に使った技を選択してから，学習を振り

かえるに合った変奏にするための方法を り，友達と聴き合って工夫を取り入れたり 返られるようにすることで，音楽を形づ

自分自身で選択することで，課題解決へ するなど，自分の変奏をよりよくしようと くっている要素と関連させながら，自分

の見通しをもつことができました。 粘り強く取り組む姿が見られました。 の頑張りを感じられていました。

○表現と鑑賞の一体化によって，『ます』で鑑賞したことが音楽づくりにうまく生かされていた。１人１台端末の

授業討議での 活用によって，器楽の演奏技能という大きな障壁をなくし，一人一人が主体的に音楽づくりに取り組めていた。

ご意見・ご指導 ▲全員で共通の視点を設定した上で自分や友達の変奏を吟味させられるとよい。例えば「音色」の要素に焦点化

し，「なぜその音色にしたのか」「表したいかえるにもっと近い音色はないか」といった交流ができるとよかった。

２年図画工作科 「挑戦！とろとろ絵の具ビッグアート」

学習指導者 毛利 二実子 ・ 支援員 内田 珠世

液体粘土と絵の具を混ぜたとろとろ絵の具を使い，指や手のひらで表現することでその感触を味わいました。思いのままに描く

ことで生まれる形や色を楽しみ，表したいことを見付けてグループで「ビッグアート」のイメージを共有しました。本時では，多

様な工夫を試すとともに他のグループの作品を鑑賞し，自分たちの作品に取り入れながらつくり，つくりかえていきました。

とろとろビッグアートに挑戦しよう

見通し【イメージボード】 行動【どんどん見るミルタイム】 振り返り【きらりタイム】

これまでに見付けた工夫をまとめた 多様な工夫を試すことができるように広 上記の三つの観点について，自分がで

「とろとろアートカード」から，本時自 いスペースを確保したり他のグループのよ きたと感じている観点にシールを貼るこ

分がしたい工夫を選択できるようにする さを取り入れるための「見るミルリポータ とで自分のよさを感じ，さらに工夫でき

ことで子供たちは「自分を信じる力」を ー」を設定したりすることで，粘り強さを そうなことを見いだしていました。完成

発揮し，製作への意欲を高めました。 発揮して製作に取り組む姿が見られました。 後「見せたい」という思いも高めました。

○子供たちが伸び伸びと思いのままに製作に没頭できるための環境整備がよかった。子供と共有した工夫がアー

授業討議での トカードとして可視化され，それを貼ることによって本時の見通しや意欲を高めることにつながっていた。

ご意見・ご指導 ▲子供たちは自分の製作に夢中になると視野が狭くなりがちである。一度立って見回す場を設けることで違う見

方ができた。製作の「終わりどころ」が難しい。ICT機器の記録を活用し，子供たちと吟味する工夫も考えられる。

各授業の指導案や当日配布資料は

右のQRコードからご覧ください。

期限：令和５年３月31日まで
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１年体育科 「チャンスを見付けて，モンスターを狙え！ ～ボールゲーム～」

学習指導者 安岐 美佐子 ・ 支援員 内田 珠世

単元を通して，どうすれば的当てゲームでたくさん得点できるか考えていきました。ボールを持った人が守りのいない所へ投げ

たり移動したりするといった得点できる攻め方を蓄積した子供たちは，さらにゲームの難易度を上げて取り組んでいきました。ボ

ールの数が減った本時では，得点できた攻め方を友達と紹介し合い，ボールを持たないときの動きの大切さに気付いていきました。

三つのボールでもたくさん得点できる攻め方を見付けよう

見通し【ゲットマスターへの道】 行動【攻め方選ボード，選びタイム】 振り返り【きらりタイム】

ルールと得点の変動を表した補助黒板 前時までに共通理解した得点できた攻め 自分ができたこととその理由につい

を基に，ゲームが難しくなって得点が減 方を蓄積したボードをチームごとに用意し て，攻め方選ボードやペアでお互いの取

っても，攻め方を見付ければ得点が増え ました。攻め方を選んでゲームで試したり， 組を伝え合ったことを手掛かりにして振

たことを想起させたことで，解決すべき 得点できた攻め方に丸を付けて伝え合った り返ることで，自分の取り組み方のよさ

課題を明確にし，意欲を高めていました。 りし，粘り強くゲームに挑戦していました。 や成長を感じることができていました。

○守りがいない所がポイントであることを共通理解したことで，それを基に対話が活性化し，ゲーム中にそのポ

授業討議での イントを声に出して応援する姿が見られた。それが，粘り強く取り組んでいくことにもつながっていた。

ご意見・ご指導 ▲振り返りでたくさんのことを記述すると，伝え合う時間が確保できない。書くことと話すことのどちらかに重

点を置くこともできた。低学年という発達段階を考慮し，情報の精選も行っていく。

４年体育科 「フワッ クルッ ピタッ 台上前転 ～器械運動～」

学習指導者 藤井 康裕

自分が目指す台上前転（基本・大きい・速い）を選び，助走から着地までを三つの局面に分けて，その台上前転のこつを考えて

きました。本時では，技の系統性を示した課題解決系統図や動画を基に自分の課題に合った練習の場を選びました。そして，友達

とアドバイスし合ったり，多様な練習方法を試したりしながら，自分が目指す台上前転に近付けていきました。

自分の課題にそった練習の場を選んで動きを高めよう

見通し【秘伝の書】 行動【フル回転タイム】 振り返り【回想タイム】

技のこつや自分の台上前転の動画，写 課題に応じた練習の場を設定し，課題解 自分の台上前転の動画を見返しながら，

真を蓄積した秘伝の書を基に，自分の課 決系統図を基に，適切な場を選択して繰り 本時できるようになったこととその理由

題を捉えさせました。自分の技のできば 返し挑戦できるようにしました。課題解決 を振り返る場を設定しました。自分の成

えを客観的に捉え，課題解決の意欲を高 のために多様な方法で繰り返し練習する姿 長を見つめ，目指す動きに近付いたこと

めていました。 が見られました。 を実感していました。

○多様な場から選択して練習できることが，子供たちの意欲を高め，何度も練習に取り組む姿が見られた。子供

授業討議での たちが１人１台端末を目的ではなく，課題解決の手段として利用していて，活用法が参考になった。

ご意見・ご指導 ▲本時，課題に合った練習の場を選べている子供が多く見られたが，踏切りに課題がある子供への場をもう少し

工夫する必要があった。多様な場があるときには，より安全面に留意しなければならない。

各授業の指導案や当日配布資料は

右のQRコードからご覧ください。

期限：令和５年３月31日まで
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４年道徳科 「広い心で接するために【Ｂ相互理解，寛容】 ～『へらぶなつり』～」

学習指導者 好井 佑馬

身勝手な行動によって，父の大切なへらうきを無くしてしまった明を父が許せた理由について考えました。明を許せた父と，へ

らうきを無くすきっかけとなった健二を許せなかった明の気持ちの違いについて考えることを通して，誰かを許すために，相手に

思いを向ける大切さを捉えていきました。そして，考えたことを基に，これからの自分の生き方についてまとめていきました。

父はどうして明を許せたのだろう

導入【許す心メーター】 展開【父の許す心チャート】 終末【ハートカード】

一人一人の許す心を表したメーターを 一人一人が考えた，父が明を許せた理由 「これから相手を許せるようにするに

一覧表示し，その多様さに気付かせまし を学習支援アプリで共有し，自分と違う意 はどうしたらよいか」と「その理由」を

た。そして，父の許せない思いを想像さ 見をチャートにまとめられるようにしまし ハートカードに書き，それを友達と交流

せることで，自分自身の問題として考え た。自分と違う友達の考えに注目して，多 する場を設定しました。学んだことを基

る意欲を高めていました。 面的・多角的に考えようとしていました。 に自分の生き方を見つめていました。

○ICT機器を用いた心メーターやチャートが，気持ちの可視化や共有に有効であった。父と明を比較しやすくする

授業討議での 板書や発問によって，許す心には相手を思う気持ちがあることを捉えやすくなった。

ご意見・ご指導 ▲導入の「許す心メーター」を終末でも意識させることで，自分の変容を捉えやすくなったのではないか。「これ

から相手を許すためには」と振り返る視点が狭く，個々の生き方についての考えが出にくくなったのではないか。

保健室経営 ～自分らしく生きるために～

学習指導者 村上 絢子

一つの型にはまった生き方ではなく，子供一人一人が自分の気質を理解してポジティブに捉え，自らに応じた方法で生きるライ

フスキルに着目し，指導しました。自分を見つめたり，人とどう共存していくかを考えたりする活動を通し，自分らしく生きる方

法を考えました。

ライフスキル学習の推進

【自分に合わないと感じる人との付き合い方】 【私たちが生きていくためには】

「この人は自分に合わない」と感じることは決して悪いこと これまで人間が生き残ることができた理由について，「人との

ではありませんが，合わないからといってそういった人を排除 関わり」の視点で学び，「人との関わり」は，生きていく上で不

してしまわないように，自分の長所を活用した接し方があるこ 可欠なものの一つであるということを理解しました。そして，

とを伝えました。子供たちは，マインドマップを用いて自分の 今後も大切にしたいことは何か考え，「排除しない」「支え合い」

長所を捉え，自分なりの接し方を考えることができました。 などの大切さに，改めて気付いていました。

○子供たち一人一人の表現を大切にする指導者の声掛けがあったため，子供たちは認められているという安心感

討議での をもち，自分の力を発揮しながら，さらに伸びようとしていた。

ご意見・ご指導 ▲「苦手な気持ちもあるけれど，そんな人とも仲良くしてみようかな」と考えている子供がいるかもしれない。

個別の声掛けなどのフォローを含め，そのような子供の気持ちも大切にする必要があるのではないか。

各授業の指導案や当日配布資料は

右のQRコードからご覧ください。

期限：令和５年３月31日まで
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文部科学省国際統括官付国際戦略企画官  白井 俊 先生 
 「OECD Education 2030 プロジェクトが描く教育の未来」 

全 体 講 演 

学習指導要領で新たに示された資質・能力の三つの柱，「知識及び技

能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」は，

相互に関連し合いながら育成されるものであると述べられているよ

うに，「場面や文脈に即して，知識や多様なスキル，態度及び価値観な

どを統合させながら活用する力（キーコンピテンシー）」が，変化の急

速なこれからの社会を生きていく子供たちに大切です。 

「ラーニングコンパス」 

一人一人が心身共に幸せな状態「ウェルビーイング」を実現

していくために必要だと考えられたのが「ラーニングコンパ

ス」です。自分がもつ知識やスキル，態度や価値観を組み合わ

せることで，「新たな価値を創造する力」「責任ある行動をとる

力」「対立やジレンマに対処する力」の三つのコンピテンシー

を発揮することができ，自分にとっても他者にとっても「ウェ

ルビーイング」が実現していきます。 

「エージェンシー」 

「ウェルビーイング」を目指して，子供が「ラーニングコンパス」を用いる際に必要になってくるの

が，「変化を起こすために自分で目標を設定し，振り返り，責任をもって行動する能力（エージェンシー）」

です。しかし，実際の子供たちは自分で行動を起こし，問題を解決しようとしているでしょうか。子供

が学校のルールは変えられないという思い込みや諦めをもってしまうと，授業や学校生活の様々な活動

に対して受動的になってしまう危険があります。エージェンシーを育てるための一番のポイントは，ま

ずは先生や周囲の力を借りながら，問題意識をもつことです。また，学習の進め方についても選択肢が

いくつか用意され，子供がそれを選びながら学習できる場面があることで参画意識を高め，エージェン

シーを育むことにつながります。 

学校での「ウェルビーイング」を目指して 

 学校における「ウェルビーイング」を考えてい

く際の視点の一例として「学校における生徒の参

画」，つまり子供たちが学校において，意思決定に

どれだけ参画できているか，という点があります。

教師が授業の中で，子供の思いに沿ってもう少し

対話の時間をとる，学校行事において，運動会の

種目を子供たちで決めさせるなど，一定程度の参

画を保障しようと考えることで，学校における「ウ

ェルビーイング」に近づいていくのではないでし

ょうか。 
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非認知能力に焦点を当てた本校の研究について，教育研究発表会に

ご参会いただいた皆様から貴重なご意見を賜ることができました。以

下に，その一部を紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○研究の概要，具体的方策について 

 

参考になった
まあ参考になった
あまり参考にならなかった
参考にならなかった

非認知能力は，表出していなくて

も発揮していることがあるという視

点が参考になりました。 

 

本校も非認知能力を研究

しており，価値付けや授業

実践，環境づくり等が大変

参考となりました。 

授業研究として取り組むことが容

易ではない課題を主題に位置付けた

ところに提案性を見いだせます。 

 

非認知能力を「さ・ぬ・き力」と非常に分かりやすく分

類しており，どんな子供を育てていきたいのかが明確に

なっていました。公立校でもこのような視点を取り入れ

ることにチャレンジしやすくなると感じました。 

研究主題の「自ら伸び続

ける子供」や副主題の「さ・

ぬ・き力」は，今，求めら

れている価値観や時代の

流れに合致していると思

いました。 
価値付けというと，教師が

その行為の値打ちを決めるよ

うなイメージがあるので，子

供が学び続けていくには意味

付けによって自覚化させるこ

とも大切だと考えています。 

○研究授業・実践提案について ○運営等について 

これからの社会を生き抜くために必要

な力である，非認知能力を育てるための授

業を提案していただき，感謝します。 

 

先生方の授業がすばらしかったこ

とはもちろん，PTAの方々の心遣い，

実習生の真面目さなど細部にまで意

思疎通が図られており，大変気持ち

よく参加させていただきました。 

非認知能力に関する研究内容が，授業の

中にも明確に位置付いていました。 

「さ・ぬ・き力」を意識した声掛けをする

ことや，その子に見られた変容を伝えるこ

とを取り入れたいと思います。 

 

アンケートにご協力いただき，誠にありがと

うございました。皆様からいただいた貴重なご

意見を今後の研究に生かして参ります。 
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本年度は，対面とオンラインを併用しながら，年間５回のワークショップを実施いたしました。全国から延

べ 189名の参加申込をいただきました。学校関係者のみならず，民間企業や各種団体，教職を目指す学生など

様々な方と子供がときめく学びのつくり方について一緒に考えることができました。 

「さ・ぬ・き力（非認知能力）を育てる環境づくりについて」part１ 

「さ・ぬ・き力（非認知能力）を育てる環境づくりについて」part２ 

 学校で発揮される非認知能力やその育成の仕方について，本校の坂井校長と,香川大学教育学部准教授の岡

田涼先生と共に話し合いました。オンラインでの実施でしたが，参加者の方々ともチャット等で意見交換を

行い，「学校において，どのような非認知能力を伸ばすことができるのか」「非認知能力を育成するために大

切なことは何か」について，じっくりと考える機会となりました。 

  

 本校での実践例を挙げながら，各教科の授業の中で非認知能力を発揮させる働きかけを紹介し，どのよう

な働きかけが有効であるかを一緒に考えていきました。ワークショップの後半では，広島大学大学院人間社

会科学研究科准教授の深谷達史先生より，非認知能力を指導する際の留意点について，オンラインでご講演

をいただきました。本校の実践を価値付けてくださったり，質問に答えてくださったりして，有意義な時間

を過ごすことができました。 

参加者の声 

参加者の声 

非認知能力という子供を見る新しい視点を学ぶことができました。忍耐力や社交性，協調性など，テスト

では測れない力を教師がしっかりと見取ることが子供の成長につながると思いました。こういった具体的な

姿を授業の中でどのように子供たちから引き出せるかを考えて授業をつくりたいと思いました。 

みんなが安心して自分の思いや考えをもち，それを伝えるための様々な支援が参考になりました。また，

多くの学校でこの支援を日々当たり前に行えるようになるためには，教師がどんなことを意識するとよいか

を考えたいです。教師も子供もわくわくできていることが，一番いいなと思いました。 
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教科等 参加者の声 

国語科 「言語活動の設定や単元づくりについて」                         

 

 

 

社会科 「中学年の地域教材の収集や加工について」 

 

 

 

 

 

 

算数科 「子供が学びを深める問いづくりについて」  

理 科 「子供が夢中になって取り組める教材・教具について」 

 

 

音楽科 「学びと楽しさを両立した活動について」 

 

 

 

 

 

 

言語活動を設定する時は，子供が学

ぶ目的や意義，楽しさを実感できるも

のか，付けたい力を育成するための過

程にあるものかを考えながら設定し

たらよいことが分かりました。指導要

領をしっかり読むことの大切さに気

付けました。子供に付けたい力を意識

した授業づくりを心がけたいです。 

子供の「？」を核にして授業を組み

立てることが大切だと感じました。ど

の子にも学びがあり，それを見付ける

ことで，どの子にも楽しい算数の授業

になると思いました。技能の向上に重

きを置いてきましたが，子供のよさを

見付ける手立てが大切だと教えてい

ただきました。 

 

「ふじ山」を歌う時には曲の山場

の歌い方について考えさせ，子供の

思いや意図を膨らませられるように

したらよいと分かりました。１人１

台端末を使うことで，楽器の演奏技

術に左右されずに，一人一人が自由

な発想で音楽づくりをすることがで

きてとてもいいなと思いました。 

 

 

 

 

社会科の学習で，子供たちの興味・

関心を引くために資料提示をどうす

ればよいか，悩んでいたところでし

た。今回，基礎にある学習指導要領に

立ち返り，一緒に道筋を考えることが

でき，子供たちを引き付けることがで

きる流れというものを見いだせたよ

うに思います。 

工夫された教具や子供たちの意欲

付けのための導入の仕方など．「楽し

さ」をより追究した分かりやすい内容

で大変勉強になりました。単元内の時

数が限られている中ですが，自分にで

きる形で準備して，子供たちの意欲の

向上につながるような教材・教具を意

識したいです。 
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図画工作科 「教材づくりや作品の鑑賞について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭科 「ミシンを使っての制作について」  

体育科 「単元構成や教材・教具について」 

 

 

 

道徳科 「授業のねらいとなる道徳的価値分析と発問について」 

 

 

 

 

保健室経営 「コミュニケーションスキルの育て方について」 

 

 

 

トートバッグの出し入れ口の三つ

折りは子供にとっては難しいことが

分かりました。先に三つ折り縫いをし

てから，わきを縫う方法もいいと思い

ました。授業前の準備が大変ですが，

準備をしっかりしておけば，授業で子

供たちが困ることが少なくなりそう

だと感じました。 

いろいろ試せて面白かったです。楽

しむ気持ちや思い切ったことにチャ

レンジする気持ちが大切だと思いま

した。作業中，「いいね」「面白いね」

という先生の声掛けがうれしかった

です。きっと子供たちもそうなんだろ

うなと感じ，改めてこれから声掛けを

授業でも大切にしたいと思いました。 

 

 
 道徳科の授業づくりで大切にすべ

きポイントや，取り上げる内容項目に

ついて，押さえたいことを教師がしっ

かりともつことの大切さが分かりま

した。実際の授業の具体が聞けたり，

授業を一緒に考えたりすることがで

き，来週からの道徳科の授業に生かし

ていきたいと思います。 

 

クラスの運動が苦手な子供も学習

内容を身に付けることができるよう

に，守りの動ける範囲を制限してみよ

うと思います。低学年のゲームは，単

元の始めは鬼無しで，十分に得点する

楽しさを味わってから鬼を増やして

いくとよいことを教えていただきま

した。授業で取り入れたいです。 

 

 

 

 

 

自分らしく生きる力であるライフ

スキルや，リフレーミングの方法につ

いて考えるとき，子供の思考の発達段

階を考慮することの必要性を学びま

した。小学生の頃から，自分の長所と

向き合うスキルを身に付けることは

とても大切であり，将来につながると

実感しました。 
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■ 本 年 度 の 研 究 を 振 り 返 っ て 

 本年度は，子供たちが「さ・ぬ・き力」を発揮しながら課題を解決していく姿を目指して研究を

進めて参りました。その中で，全校の 90％以上の子供たちが「困ったときに，工夫して解決しよう

としている」と自覚するようになり，様々な場面で自ら問題を見いだし協働しながら粘り強く学習

に取り組む姿が見られるようになりました。その背景には，「子供たちは何らかの力を発揮してい

る」という前提に立って子供に寄り添い，称賛・共感する価値付けによって「さ・ぬ・き力」の発

揮が課題解決につながったことを子供たちに伝えてきたことが効果的であったと考えています。 

 そして，教育研究発表会では，「自ら伸び続ける子供」の

姿として，例えば，社交性を発揮しながら友達と考えを積極

的に伝え合ったり，粘り強さを発揮しながら様々な方法を

使って自分の考えをつくったりする子供たちをご覧いただ

けたのではないかと思います。授業討議や付箋，アンケート

等によって多くのご意見をいただくことができました。あ

りがとうございました。 

 

■ 今 後 の 研 究 の 方 向 性 

・ 各教科等の学びの中で，これからの時代に変化を起こすために必要な資質・能力を育成する

授業づくりを行う。 

・ 子供たちの学びに向かう力を高めていくために有効な働きかけを見いだす。 

あ と が き                        教 頭  田中
た な か

 明日香
あ す か

 

本年度は，「自ら伸び続ける子供の育成（２年次）」を研究主題とし，非認知能力に焦点を当て，

子供一人一人の気質に配慮した授業づくりを行って参りました。参集での教育研究発表会は４年ぶ

りということで，手探りの中での準備・運営となりました。開催に際して，たくさんの方々から温

かいご支援や叱咤激励をいただき，職員が一丸となって研究発表会のために邁進することができま

した。本当にありがとうございました。また，参会いただいた県内外の関係諸機関の皆様には，様々

な立場から貴重なご意見をいただけたこと，職員一同心より感謝しております。 

次年度は，いただいたご意見を基に研究を深め，日常の研究授業及び討議を公開したり，授業づ

くりワークショップを開催したりして，さらに公立校に貢献できる研究を目指して参ります。今後

とも，ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 

編 集 委 員 

竹森 大介  滝井 康隆 

米谷 直樹  好井 佑馬 

岡根  平  東  泰右 

令和５年３月 15日 

香川大学教育学部附属坂出小学校 

〒762-0031 香川県坂出市文京町二丁目 4 番 2 号 

TEL:0877-46-2692 FAX:0877-46-5218 

E-mail:sakaide@kagawa-u.ac.jp 

 
 
 
 
 
【本校ＨＰ】 

過去の指導案や研究
の歩みをご覧いただ
けます。 


